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1. 花の名山と言われる夕張岳(1,668 m) 

北海道の中央部を南北に走る夕張山地の南端に位置し、夕張市と南富良野町にまたがる山

域は北側の芦別岳と共に「富良野芦別道立自然公園」に指定（1955〈昭和 30〉年 4 月）さ

れている。 

山域は蛇紋岩の土壌に適

応して美しい花を咲かせ

る希少な高山植物が 200

種余り生育し、これら高

山植物の群落と「蛇紋岩

メランジュ帯」と呼ばれ

る珍しい地形とともに国

の 天 然 記 念 物 に指 定

（1996〈平成８〉年 6月）

された。また 2012(平成

24)年 11 月には日本山岳

遺産に認定された。登山 

白銀に輝く夕張岳 

 

路は南富良野町金山ルートと夕張市大夕張ルートとがあり、6 月中旬からが夏山シーズン

で、昨年の夕張ルートの入山者は約 3,000 名だった。 

 

2. ユウパリコザクラの会のこと 

 本州大手企業による夕張岳スキー場建設計画に反対して夕張岳の高山植物を守るべく

1989（平成元）年 4 月に発足。他にもスキー場建設計画の秋田・群馬・東京と共に計画の

白紙撤回を要望して 1991(平成 3)年 7月「計画断念」を勝ちとる。 

念願の天然物指定を受けた翌年 9月に起きた高山植物大量盗掘事件を契機に他の自然保護

40 余団体と連携して「北海道高山植物盗掘防止ネットワーク」(現・・・植物保護ネット)

の設立に参画する。 

盗掘事件後森林管理署と「夕張岳森林パトロール」協定、更に道の「希少野生動植物保護

条例」制定に伴い「盗掘防止高山植物パトロール」を協定して登山道清掃・整備、ｺｰｽﾛｰﾌﾟ・

木道補修、高山植物監視、エゾシカ食害調査等のボランティアパトロール活動を開始し官

民合同のパトロールにも参加している。また小・中・高校生がヒュッテ周辺及び夕張岳を



会場に自然に親しむ「旧産炭地域子ども交流事業」は今年第８回を迎える。 

発足以来四半世紀を超える活動は、数年後に就任した地元主婦の事務局長が日頃から市教

委、警察署、森林管理署、総合振興局他を訪問しては多少疎まれることもあっただろうが

会報・チラシの配布や活動の報告、情報収集などを地道に継続したことからいくつかの賞

も受賞した。昨年暮には平成 27年度日本自然保護大賞・沼田眞賞(日本自然保護協会)が決

った。  

     

   官民合同パトロール        日比谷コンベンションホールにて授賞式 

 

 

3. 夕張岳ヒュッテのこと 

夕張市の財政破綻に伴い市営ヒュッテの無償管理を受託協定(2008＜平成 20＞年 6 月)。シ

ーズン(6～9月)中は会員が交代で常駐して宿泊来訪者の対応に当たっている。 

その後老朽化したヒュッテの建替え 3か年計画「一口千円 1万人から」を発表(2010＜平成

22＞年 6月)。道内外の個人、団体、企業の方々約 1,200 人から約 750 万円の寄付と建設作

業に無償で従事した人々延 1,700

人によって 2013＜平成 25＞年 8

月建替えを完了した。 

翌年から旧ヒュッテの敷地に炊

事棟建設を開始して基礎工事を

終了。床より上部の工事に着手し

た平成 27 年は降雪までに屋根の

完成を目指して皆んな頑張って

間に合った。 

 

完成した新ヒュッテ(左)と建設中の炊事棟(右) 屋根は青い 

 

 



4. の１ ヒュッテのトイレ、 

ヒュッテ管理受託後、ヒュッテ併設 40数年に亘る貯留式トイレを廃止して糞尿分離簡易バ

イオ式を導入。続いて便器の増設、和式便器の導入など改良を進めた。更にメンテナンス

や使い勝手の良さなどの改良を計画している。糞尿分離の糞は籾殻のバイオ作用処理され

るが、尿はドラム缶に貯留しておき適当な時期に１斗缶等に小分して駐車場のトイレ地点

へ運び出している。 

    

固液(糞尿)分離便器 左：洋式 中：和式    高床式ﾄｲﾚ棟 下に尿用タンクと糞用タンク 

 

４．の２ 駐車場のトイレ 

林道終点駐車場入口の左股橋手前に、工事現場等に仮設する

可搬型トイレが1基設置され夕張市が発注するバキュームカ

ーで糞尿を除去している。 

他に５００㍑樹脂容器も設置(写真手前)してヒュッテトイ

レの尿を搬入貯留しておき、可搬型トイレ分と共にバキュー

ムカーで排出することにしている。 

 

5. 今後の課題 

 会員の殆どが夕張市以外の在住者だが、役員会・打合せ・各種行事運営等に従事する

場合にはせめて交通費を会で負担できればよいのだがその財政力は無い。 

 パトロールなど岳へ登る行事に参加できる会員が固定され、時には 2∼3 名でパトロー

ルする場合があり会員外の人にも応援していただくこともある。 

 建設中の炊事棟は、屋根部分だけは最初の降雪前に完成させようと、屋根下地の作業

を急いで進めて間に合ったが、トタン屋根の施工は素人集団の会員には手に負えない

ので、地元業者さんに発注せざるを得なかったが財布の中が心細いため借金によって

青いトタン屋根を完成することができた。そんなことで今後ともユウパリコザクラの

会(02780－9－43747) 夕張岳ヒュッテ管理運営委員会(02750－6－97634)へのご支援

よろしくお願いする次第です。 


